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はじめに
現代日本語では、〈億外》という漢語の品詞は、市販の国語辞典を調べれば、解釈が一致していないが、ほ
ぼ名詞か形容動詞と定義されている。形容動詞という品詞を立てるかどうかを本論では議論しないが、「意外
だ」の連用形を単純に考えれば、「意外に」になっているはずである。しかし、「意外に」の代わりに「意外と」
を使う言諸も少なくないように感じる。例えば、
（1）海外に対してこの拉致問題がいかに大きな重大な人権侵害であるかということをずうっと説得をして
　　まいりました。意五と海外の主要国のリーダーもこの問題について知らない国がたくさんありました。
　　（内閣総理大臣安倍晋三）166一参一予算委員会一4号平成19年03月06日
（2）畑に行って自分の手で収穫した途端に、嫌いだった野菜が食べられるようになる子が意鉦と多いのだ
　　そう蔦（2007年11月22日読売新聞13版）
のように、「意外と」は連用修飾の機能をしていることが見られる。つまり、政治家や新聞紙面にまでも浸透
してきた「意外と」の用法は、使用階層が非常に広いと考えられるだろう。それは何故かを解明するまえに、
まず、「意外と」の用法がいつから使い始められ、そして広がっていったのかについて調査することを本論の
目的とする。
古代、中世における《意外》の用例について
　《意外》の語構成から見れば、《意・こころ》と《外・ほが》との組み合わせでなった語である。一つの熟
語としてどのように日本の文献、記述または作品の中に使われたのかについて、まず、歴史の時代区分から考
え、古代、中世の作品を一つの範囲として調査した結果は次の通りである。
※「伏奉今月十六日詔旨。以臣爲左近衛大將。明命由衷。℃iSl211S2L。」　一　　『三代灘剥（901）巻十三貞観
　八年十二月廿六日丁酉
※「同失時臣意埜歌」注1）一　『菅家文草』（900）第252番「首夏聞鶯」
※「不知車中之人。尤是意外之失。」　一　　『政治要略』（1002）神亀五年三月二十八日
注1）日本古典文学大系72『菅家文草　菅家後集』（1966）の書き下し文によると、「時を失へる臣の意の外（こ
ころのほか）に歌ふに同じ」になる。
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※「時永十八歳始仕官底干今五十八年、未有過失、今不幸之甚意埜致此巻年齢七十六、旦暮有近、恭雨
　大丞可被申免此罪者、流涕如春雨」　一　　『左経記』（1016～1036）長元五年二月三日
※「寵溢身涯。聴出動」注2）一　　『本朝文粋』（1058～1065）延長八年十月十三日
※「少年ホ志旦大位昇利遡闘内乃政乎」　一　『石清水文書』嘉禄二年（1226）八月十三日　中宮藤原長
　子後堀河天皇中宮御告文
※「正宗云、今日斎会出干魁。願聴東雲一句愚則取寄筆亘駈東雲破題云、相遇花如雪」一　『蔭涼軒日
録1（1435～1493）　長享二年二月二八日
※「建近日者無音に相過、意外之至候」　一　『島津家文書』文禄三年（1594）九月十七日　鍋島直茂書状
　以上の例の示すように、古代・中世の文献資料は主に漢文体で書かれているので、漢文訓読が盛んになる時
代では、その1億外》の読み方は、「ココロノホカ」（オモイノホカ）の可能性が高いと考えられる。一方、漢
語系の古辞書によると、室町中期あたりの『文明本節用集』（約1474年）と天文十七年版（1549年）の『運
歩色葉集』（京都大学蔵）に「意外イグワイ」が既に登録されているなど、億外》の音読の証拠が見られる。
しかし、当時く億外》という語の読み方は「イグワイ」としてよいかどうか、再考の余地がある。
　読み方は「イグワイ」であれ、「ココロノホカ」（オモイノホカ）であれ、漢文体で書かれた億外》の用法
は、連用修飾の機能を持っているのかどうか、解釈によって判断しにくい部分もあるが、『石清水文書』の例
から見れば「少年ホ志旦大位辮1」遡闘内乃政乎」の「劃迩」は、連用修飾の用法であると考えればよ
いだろう。そうすると、古代・中世の文献資料で現われた1億外》は、「意外に」の形態で蓮用修飾の機能を
果たす傾向が見られる。
中国古典作品の《意外》
　公的な文体は漢文体としていた時代では、その文献・作品に現れた漢語または文体は、当時中国の作品の影
響を受けていたので、恐らく《意外》という漢語熟語の出典は古代中国の作品であろうと考える。日本の古代・
中世以前の中国古典作品での1億外》の使用状況を調べた結果は次の通りである。
「若有泌。且以江西餌之」　一　　『宋書』列蒋第十（488）
「如其巳致意牲。述亦無心燭存。」　一　『宋書』　1蒋第十二（488）
「令四海有頼、當獲童埜之賞。」　一　『魏書』列搏第九（554）
「以崔光之高才大量』　）i、、　　1　二十年後當作司空。」　一　　『魏書』　1博第五十五（554）
注2）新日本古典文学大系27『本朝文粋』（1992）の書き下し文によると、「寵は身涯に溢れ、聴は意外に出づ」
になる。
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「轍相逼。當勒馬歩二萬直出横江」　一　『魏書』列傳第五十九（554）
「今既貴免更何所求而復卜也。欲望童埜乎。」　一　　『魏書』列傳第七十九（554）
「且兵凶戦危，脱有意埜成笑之」　一　働書』　構第八十五（554）
「勇夫為之驚駿出於意埜故也。」　一　　『晋書』列傳第十五（648）
「此非常人所及。意埜行事。」　一　『晋書』列搏第四十六（648）
「如其已致意外。述亦無心濁存。」　一　『南史』列傳第九（649～683）
「唱得涼州艶聲。菖人唯敷米嘉榮，」　一　　「與歌者米嘉榮」　唐・劉禺錫（772～842）
「悠然意自得。魁何人知。」　一　「秋池濁汎」　唐・白居易（772～846）
「酒興春邊過。軍謀意煉」　一　　「將之上京留別潅南書記李侍御」　唐・朱慶鯨（797～？）
「遙遙山趣蚤。清風又封君。」　一　　「夏日題鄭谷江上納涼館」　唐・咬然（不詳）
「為郡三星無一事。襲黄意埜板喬松』」　一　　「和楊使君遊赤松口」」　唐・貫休（832～912）
「詩業務経総新皆意埜新。」　一　　「送李鋸赴墾」　唐・貫休（832～912）
「一朝事出秘。太上皇何以得安。」　一　階唐書』　1鱒第四十七（945）
「出其趣』。一學無類免」　一　　『新唐書』　1博第九十一（1060）
「荊州守JS（Q，豊能意埜行事邪。」　一　『資治通鑑』晋紀十五（1084）
「殿下宜防）llk　21r之攣，思有以自金」　一　　『資治通鑑1晋紀二十三（1084）
「脱有意埜，當使輕而易運，」　一　　『資治通鑑1晋紀三十五（1084）
「君能巳至尊之疾，當獲意墾之賞」　一　『資治通鑑』齊紀七（1084）
「無紆目前之虞或興意埜之嵐」　一　『資治通鑑1唐紀四十四（1084）
以上の用例から見れば、古代中国の編年史や唐詩の文体の中に、ごく普通のようにく億外》を一つの熟語とし
て使うことが分かった。そうすると、日本の古代から中世に至る漢文体で書かれた作品のなかに現われた《意
外》の用法は、恐らくこの影響を受けたものと言えるだろう。そして、漢文体を工夫していわゆる変榊莫文体、
宣命体などの日本独自の文体を発展してきたため、「劃迩」のような連用修飾の用法が現われた。
近世以降の文学作品・雑誌での用例
　時代が下っていくと、近世の《意外》の用例について、岩波書店から出版した『日本古典文学大系』の176
作品を調べた結果は一例もなかった。勿論それは資料上の問題であるかもしれないが、いずれにしても、以上
調べた範囲で古代・中世そして近世の作品の中に、連用修飾の用法として使われる《意外》は「意外に」しか
見当たらなかった。
　明治期から現代に至る一般の辞書では、《意外》という語を名詞のほかに、形容動詞とするものが少なくな
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い。とすると、「二」の接尾辞のついた連用形「意外に」が、畠1嗣としての働きをもつことになる。「意外と」
の用法がいつからあるのかについて、明治期以後の文学作品や、雑誌、新聞などの資料を調査する。明治・大
正時代の文学作品の《意外》の用例について、『新潮文庫　明治の文豪』、『新潮文庫　大正の文豪』（新潮社
CD－R（M版）を利用し、連用修飾の「意外」について分析する。そのため、「意外には／意外にも／意外という
／意外とする／意外となす」など（動詞の中止形・過去形などを含む）、厨嗣的用法以外の用法は分析対象から
外す。
　調査した結果、明治・大正日甜ざの文学作品中の連用修飾の用例はすべて「意外に」であった。その数および
現れた作品名は次ページの表1のとおりである。
調査範囲で、連用修飾のく億外》の用例が一番早く現れたのは伊藤左千夫の作品『野菊の墓』（1906）である
ことが分かった。それ以前の作品には例が得られなかった。
　表1の資料では、連用修飾の「意外に」の用例数は合計で23例があったが、連用修飾の「意外と」の用例
数は一っもなかった。明治・大正時代小説の中に使われた「意外に」の例文は次のとおりである。
例1、　　親指の中程で疵は少しだが、血が謎出た。（『野菊の墓』伊藤左千夫）
例2、何事が起ったかと胸に動降をはずませて帰って見ると、宵闇の家の有様は意塑⊆静かだ、（『野菊の墓』
　　伊藤左千夫）
例3、一寸時計を見ると九時二十分になる。改札口を出るまでは躊躇せず急いで出たが、夜は雌暗い。（『野
　　菊の墓』伊藤左千夫）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きえん例4、腹の奥底に燃えて居った不平が、吾れ知らず気粉に風を添えるから、意墾に云い過した。（『野菊の墓』
　　伊藤左千夫）
例5、時にどぶどぶ動く水が、急に膝まで減った。爪先で探ると段々がある。一つ、二つと勘定すると三つ目
　　　で、水は躁まで落ちた。それで平らに続いている。意盤早く高い所へ出たんで、非常に嬉しかった。
　　　（『坑夫』夏目漱石）
例6、足立に言わせると、菅はよく前後を顧みるような人であったが、今は案外無謀な人に成った。荘重な言
　　葉づかいが矯激に流れて来た。友達191ES2H9烈しい人に成った。（『春』島崎藤村）
例7、次いで話は作品の上に及んで、「蒲団」がどうの、「煤姻」がどうのと云うことになる。意盤文学通だ
　　　と思って、純一が聞いて見ると、どれも読んではいないのであった。（『青年』森鴎外）
例8、どうも父親が一しょに来るとなると、意牲に晴がましい事になりそうである。（『雁』森鴎外）
例9、『謎経過の長いには困つたよ。』春雄はまだ寝台の上に寝てゐて、話をする。（『泡鳴五部作』岩野泡
　　　鳴）
例10、それにしても、自分が殆ど全く忘れてゐたものに対し、お鳥はもう競争気を起したのかと思ふと意埜
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表1『新潮文庫明治・大正の文豪』における「意外と」「意外に」の用例数統計表
作　　家　　　作　　　　　　品　　　年代　意外に意外と　　　　　　除外例
尾崎紅葉 金色夜叉 1897 0 0 「意外に打たれたる」1
国木田独歩 牛肉と馬鈴薯・酒中日記 1901 0 0 「意外という12
島崎藤村 藤村詩集 1904 0 0 「意外に感じる」1
伊藤左千夫 野菊の墓 1906 4 0
夏目漱石 坑夫 1908 1 0 「意外に思う」正
島崎藤村
?
1908 1 0
森鴎外 青年 1910 1 0
森鴎外
?
1911 1 0 「意外に思う」1
岩野泡鳴 泡鳴五部作 1911－9 2 0 「意外に思う」1、　「意外に感じる」1
夏目漱石 彼岸過迄 1912 1 0
長塚節
? 1912 2 0
森鴎外 興津弥五右衛門の遺言 1913 0 0 「意外に被思」1
夏目漱石 行人 1914 ’1 0 「意外に思う」1、　「意外に感じる」2
夏目漱石 こころ 1914 0 0 「意外に相違ない」1
森鴎外 堺事件 1915 1 0
島崎藤村 海へ 1916－8 0 0 「意外に運ぶ」1、　「意外に感じる」1
芥川龍之介 奉教人の死 1916－240 0 「意外に思う」王
夏目漱石 明暗 1917 1 0 「意外という」1、　「意外に思う」2
芥川龍之介 地獄変・楡盗 1917－221 0
久米正雄 学生時代 1918 ? 0 「意外に驚く」1
菊池寛 藤十郎の恋・復讐の彼方に 1918一 0 0 「意外に思う」1
島崎藤村 新生 1919 0 0 「意外に思う」2
有島武郎 或る女 1919 1 0 「意外に思う」1
島崎藤村 嵐・ある女の生涯 1926．211 0
里見弾 多情仏心 1922 0 0 「意外に感じる」1
芥川龍之介 條儒の言葉・西方の人 1923．270 0 「意外に感じる」1
芥川龍之介 河童・或阿呆の一生 1927 0 0 「意外に感じる」1
山本健吉 葛西善蔵集 1928 1 0
島崎藤村 夜明け前 1929 1 0
島崎藤村 市井にありて・桃の雫 1930．361 0
合　　　　　　　　計　　　　　　　23　　0
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　　匹吹き出したくもあつたし、また、若い女のあはれなこSろ根も思ひやられた。（『泡鳴五部作』岩野泡鳴）
例11、次に地ならし植付に費やすべき金高が意塑⊆多い。（『彼岸過迄』夏目漱石）
例12、彼は前年寒さが急に襲うた時、種蒔く日が僅に二日の相違で後れた麦の童埜に収穫の減少した苦い経
　　　験を忘れ去ることが出来なかった。（『土』長塚節）
例13、おつぎは外へ出ようとした。外は謎積り掛けた雪が白かった。（『土』長塚節）
　　　　　　　　　　　ふた例14、室が静かなのでその蓋を締める音が意盤強く耳に鳴った。（『行人』夏目漱石）
例15、そして座席に安んぜなくなっていたのに、この意匙大きい声を、意外な時に聞いた公使は、とうと
　　　う立ち上がって、手足の措所に迷った。（『境事件』森鴎外）
例16、時刻はそれ程でなかったけれども、秋の夜の往来は灘更け易かった。（『明暗』夏目漱石）
例17、それからの己は、火もつける。人も殺す。悪事と云う悪事で、何一っしなかったものはない。勿論、
　　　それも始めは、いやいやした。が、して見ると、謎造作がない。（『地獄変・楡盗』芥川龍之介）
例18、そして一座をずっと見渡して、傍の畑を顧み、「ひどく沢山いるね」と小声で云いながら眉をひそめた。
　　　　「意盤沢山になって申し訳御座いません」畑は恐縮して陳謝した。（『学生時代』久米正雄）
例19、庭の片付けをいい加減な態度でおこなっていたのが、意塾要領がいいのだ。（『ある女』有島武雄）
例20、この思い切った宣伝が廉価出版の気勢を添えて、最初の計画ではせいぜい二三万のものだろうと言わ
　　　れていたのが、いよいよ蓋を開けて見るとその十倍もの意竺に多数な読者がっくことになった。（『嵐・
　　　ある女の生涯』島崎藤村）
例21、が自分とても、自分の神経系統の傷害積渡の意埜に進んでゐるものだらうとは気附いてゐない訳では
　　　ない。（『葛西善蔵集』山本健吉）
例22、生麦事件とは何か。これは意盤大きな外国関係のつまずきを引き起した東海道筋での出来事である。
　　　（腋明け前』島崎藤村）
例23、今度京都に来て見て魅めずらしく思ったことはいろいろあるが、衣、食、住、共に禅家の意匠か
　　　ら発したものの多く残っていることも、その一つだ。（『市井にありて・桃の雫』島蠕藤村）
以上の用例から文学作品の中に、明治・大正期の連用修飾の「意外に」の用法は、ほぼ現代と同じであると見
られる。
　文学作品のほかに、雑誌の用法について、当時の雑誌『太陽』を使い、雑誌『太陽』の1895年・1901年・
1909年・1917年・1925年の記事をテキスト化した『太陽コーパス』（国立国語研究所編）を利用し、調査し
た結果は表2のとおりである。
　雑誌『太陽』では、連用修飾の「意外」と「意外に」の例が見られるが、「意外と」の例は見られなかった。
「意外」がそのまま莇1嗣あるいは連用修飾語として使われているのは明治、大正時代の小説の中に見られない
例である。その用例を次に示す。
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表2雑誌『太陽』における「意外」「意外と」「意外に」の用例数統計表
例24、現在の短銃並に弾丸に徴し讃悪充分なり之を法律に照すに被告の所爲は豫め謀りて人を殺さんとし已
　　　に其事を行ふといへども意埜障錯に依り未だ遂げざるものなるを以て刑法第二百九十二條同第百十三
　　　條第一項同第百十二條に則とり（1895年05号）
例25、此所から彼の羽織の雲が湧き纒頭の花が咲いたかと思ふと、意埜此上も無いと云はざるを得ずで、（1901
　　　年07号）
例26、戦は意埜不用意の邊に起る。戦禍を避けんと欲せば自から國を護り得る底の軍備を整ふるを要する。
　　　（19正7年08号）
　例24～26は現代日本語ではあまり馴染みのない例であるかもしれないが、その《意外》という漢語が日本
語と融和して、畠1嗣としての用法を獲得する過程の一つとみることができよう。
　昭和日剤ざからの文学作品の用例状況について、作品の量が非常に膨大なので、範囲を絞り、新潮社からまと
まった『新潮文庫の100冊』（CD－RCM版1995年12月初版発行）に選定した昭和以後の作品を利用し調査した。
その結果は次頁の表3である。
　表3の資料によると、1964年の北杜夫の小説『楡家の人びと』の中に、初めて連用修飾の「意外と」が現
れている。そして同じ60年代の1965年の倉橋由美子の『聖少女』と1966年の司馬遼太郎の『国盗り物語』
などの小説の中に、「意外と」の例が見られる。そして70年代から、1973年の曽野綾子の『太郎物語』の例
が一番多い。
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表3昭和以後の『新潮文庫の100冊』の《意外》用例統計表
口 ?
呂沢　口 回　　の 1927 0 2 0
μ」　　三 路傍の石 1937 0 2 0
小　　依 モオツルト・無常という 1946．42 0 7 0
石川淳 蓉跡のイエス・処　」胎 1947 0 2 0
道 ビルマの竪i墓 1947 0 2 0
大　　w 火 1951 0 5 0
上 あ　なろ物語 1954 0 2 0
冒永武多 の花 1954 0 4 0
三島由氾 金目寺 1956 0 4 0
謂高健 パニック・の王 1957 0 1 0
松　清張 点と 1958 0 2 0
三学　郎 忍ぶ川 1960 0 3 0
安。公一 砂の 1962 0 9 0
。五郎 さぶ 1963 0 1 0
北土 楡　の人びと 1964 0 33 2
割一淳之介 砂の上の　物 1964 0 1 0
阿川ム之 五　六 1965 0 3 0
由　子 ノ」・ 1965 0 3 1
吉左口子 洲の妻 1966 0 1 0
遠　。 沈黙 1966 0 1 0
司，諭、太郎 盗り　語 1966 0 20 1
星　一 民は弱し古　は強し 1967 0 1 0
五木　之 風に口かれて 1968 0 3 0
立、正秋 冬の旅 1969 0 2 0
田罷郎 孤高の人 1969 0 8 0
上ひさし プンとフン 1970 0 1 0
辺淳一 花埋み 1970 0 3 0
石川達三 春の蹉 1971 0 1 0
高野子 二　　の、点 1971 0 1 0
子 太郎物語 1973 0 1 10
百 エデプスの恋人 1977 0 1 0
、正彦 若き　愚者のアメリカ 1978 0 2 0
田辺聖子 源氏物語 1979 0 3 0
沢　　太郎 一瞬の 1981 0 5 2
赤川’良 土　に　　・！ 1982 0 1 1
塩　七生 コンスタンテノープルの陥没 1983 0 0 2
・上 の．りとハードボイルド・ワンダー一ンド 1985 0 2 0
口1　　　　　　　　　　　　　　　　　　口 0 143 19
小説の中に「意外と」の現れた年代は恐らく1960年代くらいだと考えられるため、1960年代に活躍してい
た作家の作品を調査した。その結果は次頁の表4である。
表4によると、1964年から安部公房（『他人の顔』）と北杜夫（『楡家の人びと』）が先に連用修飾の「意外
と」を使い始めたと考えられる。表4中の「意外と」の用例は次のようである。
例27、そういう事って、趣』と当てにならないものよ。昔々、一匹の猫が言いました……うちの猫みたいな、
　　ぶちじゃなくて、それはそれは、まっ白な猫なの……」（『他人の顔1安部公房）
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表4現代作家の《意外》の用例統計表
口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴨?
。公房 ，、い 19500 0 0? 19520 0 0
19550 0 0
鉛の日 19570 0 0
になった 19570 0 0
≡人の生涯 19590 0 0
、　，、な死 1961 0 0 0
人の 19640 2 2 日　引用A 0 0
小　員 弱い胆婚 19620 0 0
自 19650 2 0
どちらで 19700 2 1
　　onい　・ス 0 0
るマン’・　き記 19600 5 0
澗にて 19660 0 0
幽霊 19600 0 0
、 0
目野　子 の　た 1954　　0 0 0
たまゆら 19590 0 0 思の　　11
が恋の墓、 19590 0 0
火とタ 19660 0 0
べったら 19660 0 0
人　の皮 19660 0 0
い暗い冬 19660 0 0
19660 0 0
7庸ﾌ 1967　　0 0 0
めての 1969　　0 1 0
ついた 19700 0 2
鵠
19720 0 0
エトールカ 197 0 0 0
らしの 19750 0 9
子 ハルタイ 19600 1 0
σ・、 1961 0 0 0
パッション 19630 1 0
白　人 19640 1 0
女のよ引ご 19660 2 0
い詰地 19680 0 0? 19680 1 0
白い　の童女 19690 1 0
苗　　こ 0 0
三．　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1965　　　　0 10　　　0
河野　，子 の 19620 0 0
日 19620 2 0
みち・ 19640 0 0
思いがけかい 1964　　0 0 0
日るく日 19650 1 0
? 0 0 0
口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　38　　　19
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例28、おまえだって、一度仮面をつけてみさえすれば、すぐに納得がいくはずのことだが、そうした違反
行為に対する抑制心というやつは、童牲と頼りにならない、たあいのないものなのだ、（『他人の顔』安部公房）
例29、王様は王様でびっくりしました。オネショばかりしていたあどけないローラ姫と思っていた少女が、
　　　魁と対等以上の口をきくばかりか、こんな山奥で猿のような恰好をしているくせに、ストン国の石油
　　　のことまで知っていたからです。（『さびしい王様』北杜夫）
例30、「あなた、役人にしては蟄と純情みたいね。ところでローラって」（『さびしい王様』北杜夫）
例31、「…山根さんたち男のひとの半分しかとばないけど意牲と当ることは当るのよ。家内と較べものになら
　　　ないといってたわ」（『どちらでも』小島信夫）
例32、初め光森は、襟につけられたナイロンの茶色い模造毛皮が意牲と暖かく着心地よいこの軽いジャンパ
　　　ーを、漁業関係者が着るのかと考えていたが、最近の船のりや、農村の人々は、金廻りもよくお洒落で、
　　　決してこんなジャンパーは着ないことがわかった。（『傷っいた葦』曽野綾子）
例33、たとえばあの畳屋の尾席などは、一ぱい飲むと、意牲と一面では本当の状態を見つけるものなのだ、（『傷
　　　っいた葦』曽野綾子）
例34、「いえ、髪の毛ってものは、冷たいものなのよ。男はあまり、そういう経験ないだろうけど、女の髪っ
　　　てのは、何となく芯の方から、ひんやりしてるものだ、って言うのよ」
　　　　「いや、そんなことはないよ、お母さんの髪は蟄とあったかいよ」（『木枯らしの剣曽野綾子）
例35、外人の客を招く場合、このことは、意牲と、人選の大切な点になるのである。（『木枯らしの庭』曽野
　　　綾子）
例36、協子は、テレビで見た通り、始終、嬉しそうな表情をしている。笑うと意牲と目が細くなり、帽子の
　　　毛皮が風に吹かれて揺れている。（『木枯らしの庭』曽野綾子）
例37、おとなしそうに見えて、実はこの男は艶と神経が図太いことを、公文は前から気がっいていたので
　　　ある。（『木枯らしの庭』曽野綾子）
例38、「昨日、全部読んだよ」
　　　「そう、ごくろうさまだったわね」
　　　　「童狂といいじゃないか、僕、鱒・たよ」（『木枯らしの庭』曽野綾子）
例39、大学の教師というものは、これで蟄と、護られているものなのであった。（『木枯らしの庭』曽野綾
　　　子）
例40、公文は間もなく多摩川に近い道に出た。これを一路南下すれば自然に川崎へ出る。
　　　「意牲と、車通りは多いんですね」
　　　後ろの座席の佐藤教授は言った。（『木枯らしの庭』曽野綾子）
例41、卒業式というものは、あれで意埜と劇的なものだ、と公文は思った。（『木枯らしの庭』曽野綾P）
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例42、「史子は、元の神父の生活に戻らしてもらったらいいじゃありませんか、というん拙しかし、神父は
　　　商売とは違うからそんなことはできない。第一、教会も受けいれる筈はないj
　　　「意牲と狭量なんだね」（『木枯らしの庭』曽野綾子）
例43、自分の眼で見える範囲のことだけを確固として信じ、自分から遠い土地にあるものや現にその父祖の
　　苦しんだことは、意牲と受け継がないのだ。（『地を潤すもの』曽野綾子）
例44、しかし、意墜と早く彼は、六月の半ばには再び電話をかけて来た。（『地を潤すもの』曽野綾子）
例45、「新聞記者もサラリーマン根性になったって、どこかに書いてあったけど、意狂とやる気もあるんだね」
　　　（『地を潤すもの』　曽野綾子）
明治・大正期の文学作品の中に現れなかった連用修飾の「意外と」の用例は増えていく傾向が見られる。以上
の調査範囲で、文学作品の中に連用修飾の「意外と」の用法は1960年代半ば頃から現れたことが分かった。
新聞での用例
　小説・エッセイなどの文学作品の他、明治期から日常の唐報を提供する新聞は、知識層だけではなく、一般
庶民にも影響を与えたと考えられるので、新聞での用法も調査を行った。まず、明治7年（1874年）から創
刊された讃費新聞を使い、「明治の讃責新聞」（1874．11．02～1912．07．31）、「大正の讃費新聞」（1912．07．30～
1926．12．24）（讃費新聞社CD－R（M版）を利用し、明治・大正時代（1876．　Ol．・Ol～1926．12．・24）の讃費新聞の中
に、1億外》が現れた記事を調査した。1874年～1880年は《意外》の用例がなかったため、表の中では省略し
た。また、統計上の区切りとして、1926年からは昭和時代とする。その結果として、明治・大正時代讃費新聞
の1億外》の用例統計表は次の表5のとおりである。
表5　「明治・大正の識新聞」における《意外》の用例数統計表
1884も　　1881　　188　　　1883　　　　　　　　1885　　　　　　　　1887　　　　　　　　1889　　18986 1 88? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0意外 ? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
出し 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0意外に ? 0 0 1 0 1 2 0 0 0
出し 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0意外と 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ら 1891189 1893 1894 1895 1896 1897 18981899190
見　し 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0意外 ? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
出し 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0意外に ? 1 1 1 0 0 1 0 0 0 1
意外と
? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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゜　　　1901　　　1902　　　190319041905　19061907 190819091910? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0意外 ? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
出し 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0意外に ? 0 2 0 0 1 1 2 2 2 0
出し 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0意外と 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1911191 191319141915 1916917 1918919190
見　し 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0意外 ? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0? 0 1 1 0 3 0 1 0 2 1意外に 本文 0 0 1 0 3 0 1 1 2 0
意外と 出し 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0
19119 19231924195、■
見　し 0 0 0 0 0 0意外 ? 0 0 0 0 0 0? 3 4 4 1 1 23意外に ? 1 2 1 0 0 32
意外と 出し 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 1
　見出しで現れた「意外に」の例は本文中に必ずしも使われているわけではないため、見出しと本文の用例は
別々に集計した。見出しでの「意外に」の用例数は合計で23例に対し、本文では32例であった。「意外」の
用例については、見出しでの例は実際に2例があるが、その2例は次のとおりである。
　　　　かんさうない　　とんだくわいがふ
例46、●監倉内にて．魁會　合　（1903．　07．　02，朝刊）
例47、●米國委員顔燭大統領参加意埜　（1918．12，03，朝刊）
例46では表記上では「意外」で書いているが、読みは「とんだ」であるので、分析対象から外した。例47
では恐らく「大統領の参加は意外である」の省略用法であると考えられるので、述語の成分と判断した。本文
では連用修飾の「意外」は現れなかったため、統計上では0例とした。そして、「意外と」の場合では、1904
年の本文で1例が現れた。その用例は次のようである。
　つはもの　おもかげ
●兵の悌
△△△△△　　ほうへい　　　れんたい　ぼうせうゐあら　　せうしふ　おう　　　　わがてしよそく　ぶか　　どう　こんこ　こ、ろゑかた
意外の対面　砲兵○○聯隊の某少尉新たに召集に磨じたる我手所属の部下一同に今後の心得方
　と　　しめ　　　　　　ま　　てちやう　　く　　ひろ　　　　　ふとめ　　と　　　　　　　なに　　　　　　こNろおぽ　　　　ぼう　とうそっ
を説き示さんとて先づ手帳を繰り鑛げしが不圖眼に留まりたるハ何とやらん心毘へある某一等卒
　な　　　も　　　それ　　　れつ　みまは　　　とうそつぼう　こゑか　　　　　　　　　　　はいこ　　　すX　い　　　　　　にん　　み
の名なり若しや夫かと列を見廻し一等卒某と聲掛くれバ「ハツ」と背後より進み出でたる一人を見る
　　おほい　おどろ　　　　　　　あなた　　　　　おも　　　くち　すべ　　　　　　こなた　いぐわい　かしら　　あ　　　　　　　きみ
より大に驚き「オ＼閣下……」と思はず口を檸らせしに此方も意外と頭を畢げ「ヤア、君か一
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　　あなた　よ　　　　　　とうそっ　なん　はか　　 か　せうゐ　わつ　　　げつぜんまでちやうくわん　いたX’　　　ぼうちほう
・・v閣下と呼ばれたる一等卒ハ何ぞ圖らん彼の少尉が僅か二ヶ月前迄長官と戴きたる某地方
さいばんしよ　　みんじさいばんちやう　　　　おの　　　そ　　ばあひこゑ　　せは　　　しつ　　　　　ちやうくわん　　み　　たいせつ　　　めい　　たが
裁判所の民事裁判長にして己れハ其の場合聲も忙しく叱するを上官の身ハ大切なり命に違
　　ぐんき　　て　　　　　　　いか　　こN　およ　　　わがみ　　うへ　かへり
ひて軍規に照らさる｝・・も如何で苑に及んで我身の上を顧みんやと
　（1904年4月14日　朝刊3面）
以上のように、当時（1904）の讃費新聞の編集方針では漢字には必ず仮名を振っている。そして句読点はまた
定着していなっかため、文の切れ目がはっきりしなかったが、その「意外と」の用例は「いぐわい」の仮名が
付いていると同時に、連用修飾の働きをすると判断できるので、恐らく一番古い用例であると言えるだろう。
しかし、明治・大正期の讃費新聞を調べた結果では、僅かその一例にとどまった。連用修飾の「意外に」の全
用例と比べると、55対1だった。
　昭和以後の用例は、まず、「昭和の讃費新聞戦前1」（1926．・12．01～1936．・12．31）、「昭和の讃費新闘戦前
ll」（1937．　Ol，　Ol～1945，12．31）、「昭和の讃費新聞戦後1」（1946．・01．Ol～1960．12．31）（讃費新闘社DVD－ROM
版）を利用し、1926年から1960年までの「意外」の用例を調査した。その結果は次の表6のとおりである。
　　　表6　「昭和時代の讃費新聞」における《意外》の用例数統計表
゜　　1926　　1927　　1928　　1929　　1930　　　1931　　1932　　1933　　1934　　1935? 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0意外 ? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
出し 1 2 6 2 5 6 11 6 9 4意外に 文 1 2 0 2 1 2 4 2 0 3
出し 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0意外と 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1936193719381939 194019411942 194319441945? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0意外 文 0 0 0 0 0 0 00 0 0
出し 17 13 3 6 5 6 1 0 0 1意外に 文 4 2 0 1 1 2 0 0 0 0
出し 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0意外と 0 0 0 0 0 0・ 0 0 0 0
1946 1947 19481949195019511952 19531954 1955? 0 0 0 0 0 0 0 0 00意外 文 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
出し 0 0 0 1 0 0 0 2 1 1意外に ? 0 0 0 0 0 00 0 1 1
出し 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0意外と 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
? 1956 1957195819591960、曇? 0 0 0 0 0 1意外 文 0 0 0 0 0 0
出し 5 1 0 4 4 123意外に 文 3 0 0 1 2 35
出し 0 0 0 0 0 0意外と 0 0 0 0 0 0
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　昭和時代の讃費新聞において、見出しの「意外に」の用例数は合計で123例であり、本文では僅か35例で
あった。それは見出しに「意外に」を使うが、本文では、「思ひの外／案外／豫想外／意想外」などの言葉に
置き換えることが多いということによる。
　連用修飾の「意外」は1例あった。
例48、その後の　映画室七人男　商費の暗闇泌淋し（1932．　06．16，朝刊）
見出しの文脈から「意外」は「淋し」を修飾していると考えられる。連用修飾の「意外」はこの1例しか現れ
なかった。そのほかに、連用修飾のように見える「意外と」の見出しは1例があった。
例49、漏州の顧維鉤入國拒否　日本何等關知せず　寧ろ童墜と＝
　　　　＝外務當局語る　　（1932．04．13，夕刊）
しかし、本文では
然し日本政府としては入國拒絶の正式通告が行はれたことは意麺。（1932．04．13，夕刊）
となっており、それは「意外とする」の略と考えられるので、用例からは除外した。
1960年までの讃費新聞の調査結果をまとめると、連用修飾の「意外」は1例があったほか、すべて「意外
に」の例しか見られなかった。
讃費新聞の他に、朝日新聞戦後見出しデータベース1945－1999の検索システムを利用し、朝日新聞での用法
も調査した。まず、1946年から1960年までの用例を調査した結果は、次の表7である。
表7朝日新聞戦後見出しデータベース（1946　一　1960）における「意外と」「意外に」の用例数統計表
用例 検索内容 1946－19501951－195519 6－1960
意外に 見出し 8 22 24
意外と 見出し 0 0 0
　以上の調査によって、讃費新聞や朝日新聞は1946年から1960年まで連用修飾の「意外に」しか現れないこ
とが分かった。
　1960年以後の新聞での用例について、まず、讃費新聞昭和戦後ll（1961．01．01～1970．12．31）（讃責新聞社
DVD－R（M版）を利用し、その結果は次の表8である。
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表8　讃賓新聞昭和戦後11（1961～1970）《意外》の用例数統計表
表8のデータによると、1970年の新聞記事の本文に「意外と」の用例が現われた。
例50、見出し：童盤薄い劇的高揚上月晃は好演「風と雲と砦」
　　　本文：帝劇の舞台機構をフルに活用した壮大なスペクタクルを期待したが、作品は意墜と全体にしま
　　　　　　りがなく、劇そのもの妙にごずんで、思ったよりフレッシュな度合いが薄かった。（1970．4．14
　　　　　　夕刊9面）
例51、見出し：巨人投手陣、意盤好調独走許した他チームの低迷
　　　　　　平松成長、阪神に気迫
　　　本文：セ・リーグのペナント・レース前半戦は巨人が独走した。シーズン前弱い、弱い”といわれた
　　　　　　巨人投手陣が、ブタをあけてみたら意狂と好調（1970．　7．21朝刊11面）
見出しでは「意外に」であるが、本文のなかでは「意外と」になっていることがわかる。また、見出しで「意
外と」が現れたように見える例は、次の例52である。
例52、見出し：割れる沖縄の表情社党退潮魁と琉£求政府
　　　本文：二十八日早朝、当地に伝えられたところでは、自民党が優勢、また特に社会党が後退しつつあ
　　　　　　ることが明らかとなっているが、琉球政府は、社会党の後退をむしろ秘としながらも全般的
　　　　　　には一応冷静に受けとめている。（讃責新聞、1969．12．28朝刊3面）
この例は例49と同じく、「意外とする」の略であると判断したので、除外例とした。
1961年以後の朝日新聞について、1961年から1999年までの調査結果は次頁の表9である。
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表9　朝日新聞戦後見出しデータベース（1961－1999）における「意外と」「意外に」の用例数統計表
用例 検索内容 1961－19701971－19801981－19901991－1999
意外に 見出し 62 132 65 44
意外と 見出し 1 7 11 18
朝日新聞では1961－1970年の間に「意外と」が1例現れた。その用例は次の例53である。
例53、見出し：公害には童牲と無関心　八王子市政世論調査　　（1970．03．　21，朝刊）
例53の「意外と」は連用修飾の役割を果していると考えるが、しかし、本文では、
　八王子市は昨年秋、市民二千人を無作為抽出して市民世論調査を行ったが、最近まとまったこの結果を
みると公害に対する関心が差陛低い。
のように、「意外に」となっている。それは見出しでは「意外に」を使い、本文では「意外と」を使った讃費
新聞と正反対である。朝日新聞の見出しに「意外と」が現れた記事を詳しく調べた結果、次の表10のように
なった。
表10見出しと本文に現れた「意外と」の用例数比較表
用例 検索内容 1961－19701971－1980 1981－1990991－1999
意外と
見出し 1 7 11 18
本文 0 1 2 5
　見出しに現れた「意外と」は本文の中ではあまり使われていないことが分かった。それは見出しと本文とは
同じ筆者が書いたものではない可能性が高いのが原因だと考えられる。表10のデータによると、1970年以後、
朝日新聞での「意外と」の用例数は増加していく傾向が見られる。朝日新聞の1990年9月9日のコラム1慌
辞園》で「意外と、割と」にっいて、次のように述べている。
「00選手がアマで鳴らしたことは、意外と知られていない」
「サツマイモのケーキは、意外とおいしい」
「意外と」ではなく、「意外に」だ一というのだが、「なぜ」と聞かれると困る。まあ普通は、辞書にな
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いと答えているのだが．．．．．．。
「割といい服だ」一「割に」としたいのだが「割と」は辞書にある。「意外と」とは違い、押しつけら
れない。
「顔の汗をしきりとふく」一これも「しきりに」と直したいが、辞書にある。
言葉の使い方は難しい。元は「割に」「しきりに」だと思うが「割と」「しきりと」が辞書に公認されてし
まえば堂々と通る。これでは「に」と「と」の鴎llなど、理屈のっけようがない。
頑固おやじも、時代の流れにはお手上げである。
朝日新聞での「意外と」は最初1970年に紙面の見出しに現れている。そのコラムが書かれたのは1990年な
ので、もうすでに20年も経ってからのものである。論者は「意外と」の用法を批判したかったが、「割と」「し
きりと」などの例があるため、ただ時代の流れだからしょうがないと述べざるをえなかった。
国会会議での用例
　雑誌、新闘、ノ1・説の用法などの書かれた言葉の他、話し言葉の調査も行いたいと考え、実際の発言の内容を
テキスト化した国会会議録検索システムを利用し、昭和22年（1947）4月1日から平成17年（2005）12月
31日まで、国会議員及び大臣の衆議院・参議院での発言と答弁を対象として調べた。その「意外と」「意外に」
の用例数は次頁の表11にグラフとして示した（連用修飾の「意外」の例はなかったため、省略した）。
　表11によると、1947年から1965年までの間、国会での発言は「意外に」しか現れていなかった。1966年
から1970年までの5年間では「意外と」の用例数が21例に増えていtCeそれに対して「意外に」の用例数は
345例があり、圧倒的多数とも言える。しかし、「意外と」の用法が現れて以来、用例数は徐々に増加してい
く傾向が見える。逆に「意外に」の用例数は著しく減少していくことが分かった。1981年から1995年の15
年間は「意外と」「意外に」の交代朗だと言えるが、遂に1996年以後、「意外と」は逆転し、2001年から2005
年までの国会発言では「意外と」の用例数は「意外に」の倍近くあったということになる。
　1966年国会で最初に「意外と」の用例が現れた3例は次の通りである。
例54、送ってくれた人は、これは泌と安いし、おいしそうだからということであろうけれども、もらって
　　　みると、何かペテンにひっかかったような感じがしますね。（0板川委員衆一商工委員会一12号昭
　　　和41年03月08日）
例55、もしそういうことであれば、海外開発のための機関をせっかくつくっておいたにかかわらず、意牲と
　　　伸びない、利用度が少ないということはどこかに問題があるのだろう。（○板川委員　衆一商工委員会
　　　一24号昭和41年04月06日）
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表11国会会議録による1947～2005年「意外と」「意外に」用例数比較表
?【???
??『?『?????
???
????
???5
国会会議録による1947年一2005年「意外と」「意外に」用例数比較表
　479
218
17
　　　232216AR
＋意外と
一懸一意外に
1947－　　1951－　　1956－　　1961－　　1966－　　1971－　　1976－　　　1981－　　1986－　　1991－　　1996－　　2001－
50　　　　　55　　　　　60　　　　　65　　　　　70　　　　　75　　　　　80　　　　　85　　　　　90　　　　　95　　　　2000　　　　05
例56、おそらくこれは人間間でいえば婚約をした、婚約をして相当つき合ってみたら趣』と悪かったからも
　　　うおれのほうではごめんこうむる、こういうことだとすれば、私はごめんこうむるほうに社会的な非難
　　　があっても当然じゃないだろうかと思うのです。（0板川委員衆一商工委員会一46号昭和41年06
　　　月24日）
　この3例の発言者はすべて同じ議員（板川正吾／いたがわしょうごりである。参考として板川議員の国会で
の《意外》に関する発言を調べた。結果は「意外と」20例、「意外に」7例であった。「意外に」より「意外と」
のほうが多かったことが分かった。また、同じ発言のうちに《意外》が複数現れる場合もあった。例えば、次
の例57のようである。
例57、あと時間が三分しかありませんが、鈴木参考人に伺います。
　鈴木さんは経団連の代表ということで御出席願ったのだろうと思うのですが、魁と反対ではないという
　ので、実は意埜に考えておるのです。いま少し勇ましく反対してくれるのかと思ったら、意埜と反対しな
　いところを見ると、これは問題点はカプセルに詰めて地下三千尺に埋めてあるから大丈夫だろう、こう考
　えているのではないかと思うのですが、先ほどの意見の中で筋の通った改正案ならいい、こうおっしゃっ
　ておりますが、今度の改正案は財界として大体においてがまんできる、容認できる程度において筋が通っ
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たものとお考えでしょうか。（0板川委員　衆一商工委員会一25号昭和50年06月18日）
国会での発言は、準備した原稿を読む他に、現場の状況に応じ、原稿なし発言する場合もあるので、「意外と」
の用例数が増える原因として、「意外に」と比べ、「意外と」のほうがやや話し言葉の表現であることがあげら
れよう。
結論と今後の課題
　笛1嗣的な用法として使われた「意外と」は、近代からの文献による調査で、最初の例は1904年の讃費新聞
であったが、その後は途切れ、そして60年代の半ば頃、幅広く使われたことが明らかになった。っまり、連
用修飾の「意外と」の成立期は明治後期であるかはまた再考の余地が必要であるが、本論の調査結果によると、
連用修飾の「意外と」は1960年代以降からごく一般に文学作品や新聞記事に使用されている。
　また、同じく韻1嗣的な役割をしている「意外に」と「意外と」両者の間には、用法と意味的な違いが存在す
るのかについて、例えば、例51のようである。
例51、見出し：巨人投手陣、謎好調　独走許した他チームの低迷　平松成長、阪神に気迫
　　　本文：セ・リーグのペナント・レース前半戦は巨人が独走した。シーズン前曜弱い、弱い”といわれた
　　　　　　巨人投手陣が、ブタをあけてみたら意埜と好調，（読売新聞、1970．　7．21朝刊11面）
「意外に好調」と「意外と好調」の違いは、見出しと本文で異なるというだけであろうか。あるいは、実際に
意味の違いがあるのであろうかなどといった課題は、まだ残っている。これらの問題を今後の課題として、よ
り多くの用例を集めて分析し、「意外と」「意外に」の意味の違いを明らかにしていきたいと考える。
襯
　以上の調査は文芸作品を中心に行った結果であったが、それ以外の資料の状況はどうなっているのかをもっ
と調べるはずであると思うので、たまたま古本屋で入手した1963年の『美しい十代』というファッション雑
誌（学習研究社）をっいでに調べた。偶然と言えるかどうhYま分からないが、連用修飾の「意外と」の例があ
った。その例は次である。
例58、ちょっと抵抗を感じましたけれど、同じ大きさの水玉なので意外ど”。
　　水玉と水玉も意外と似合います
　　　（『美しい十代8月号第一N録』p14　1963年8月1日発行）
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この例は本論が論じた文学作品の用例より早いので、そのきっかけで、戦後から60年代までの婦人雑誌も調
査しなければならないと思い、戦後直後ひまわり社による出版した『それいゆ』と『ひまわり』（文化女子大
学図書館蔵書）の婦人雑誌は知名度がかなり高い、そしてほぼ揃っている状態であるので（1946～1958）、そ
の内容について調べた。結果として、連用修飾の「意外と」は現れなかった。つまり、1960年以前には、「意
外と」の用例がまだ現れなかったということは改めて確認することができた。勿論、本論の調査は活字化の出
版物に限ったため、日常会話などの話し言葉の状況を論じることができない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（明治大学文学研究科博士後期課程，日本文学専攻）
大槻文彦（1897）　『廣日本文典・同男1信司　勉誠社
山田孝雄（1908）　『日本文法論』　寳文館
国語調査委員会編纂（1916）　『口頭法・同別記1　勉誠社
山田孝雄（1937）
日寺薦己　（1941）
時1支誠言巳　（1950）
橋本進吉（1959）
松村明編（1971）
国立国語研究所編（1972）　　　　　　　　　　　　　　　　　秀英出版
maユ麟扁　（1983）
池」ニネ貞造　（1984）
飛田良文・浅田秀子編（1994）
仁田義雄（2002）
『日召不039彗三撤鯉程　（29）』
『昭和40年版文學選集（30）』
『増補史料大成左経記』
『氷，削　三浦綾子
『曽野綾子・倉橋由美子・河野多恵子集』現代日本の文学50（1971）　学習研究社
『阿部公房・小島信夫集』筑摩現イk文学大系77　（1976）　筑摩書房
『曽野綾子・倉橋由美子集』筑摩現代文学大系82　（1977）　筑摩書房
『司馬遼太郎燃えよ剣・奇妙さ』新潮現代文学46　（1978）　新潮lt二
『北杜夫幽霊・さびしい王様』新潮現代文学49　（1978）　新潮黍±
『曽野綾子木枯らしの庭・わが恋の墓標』新潮現代文学52　（1979）　新潮社
『日本文法學概論』　費文館
『国語学學原論』　岩波書店
『日本文法口語編1　岩波書店
『国文法膿系論』　岩波書店
『日本文法大辞典』　明治書院
幅ll用語の研究］　明治書院
『漢語研究の構捌　　岩波書店
　　　　　『現代畠1嗣用語辞典』　東京堂
幅1嗣的表現の諸相』　くろしお出版
　 　　　（1964）　　　日構t絵
　　　　　（1965）　日本文藝家協会
　　　（1965）　臨川書店
　（1965）　朝日新聞社
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雑誌『それいゆ』（1946～1958）　ひまわり社文化女子大学図書館蔵書
雑誌『ひまわり』（1947～1952）　ひまわり社文化女子大学図書館蔵書
「新潮文庫　明治の文豪」（CD－RaM版）　新潮社
「新潮文庫　大正の文豪」（（D－R（期版）　新潮社
「新潮文庫の100冊」（（D－ROM版）　新潮社
「太陽コーパス」　　（2005）　国立国語研究所編
「明治の讃費新聞」（1874．11．02～1912．07．31（］D邑R（期版）　讃費新聞社
「大正の讃費新聞」（1912．07．30～1926．　12．　24CD－R（期版）　讃費新聞社
「昭和の讃費新聞戦前1」（1926．12．・01～1936．　12．31DVI）版）　讃費新聞社
「昭和の讃費新聞　戦前ll」（1937．01．01～1945．12．31　DVD版）　讃費新聞社
「昭和の讃責新聞戦後1」（1946．01．Ol～1960．12．31　DVD版）　讃費新聞社
「昭和の讃費新聞戦後H」（1961．・01．Ol～1970．・12．31　DVD版）　讃壷新聞社
朝日新聞戦後見出しデータベース検索システム（1945～1999）　朝日新聞社
「聞蘭朝日新聞オンライン記事データベース検索システム（1984－2005）　朝日新聞社
国会会議録検索システム　国立国会図書館
東京大学史料編纂所デしタベース　東京大学史料編纂所
故宮「寒泉」古典文献全文検索資料庫　故宮博物院（台湾）
中央研究院漢籍電子文献轍全文検索系統　中央研究院（台湾）
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